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熱帯起原の有用植物は食用， 工芸用さら

には木材用をとわず重要なものが多く， ま

た多様性に富む。例をあげるまでもないが，

トウモロコツ， サッマイモ， バナナ， ビー

ナッツ， サトウキビ， ココ ナツ， アプラヤ

ッ， バ ラゴムノキ， チ ー クなど， 植物とし

ての種数は数百に及ぶであろう。

ところで， いま，対象を食用作物に限っ

てみると，現在の世界の主要な人口がその

生存を託しているのほ穀頚， 根菜類， マ メ

類のほかバナナ， サトウキビ， ココナツを

含めても約20種頚余りの作物種にほぼ限ら

れていることに気づく。しかも， 限られた

作物種が栽培の主力として興味をもたれ，

また研究上も重視される傾向は最近とみに

顕著となっている。それらは， 作物として

の食味や生産力， 栽培技術の普遥性などの

見地からみて， 選ばれただけのことはある，

いわば精鋭作物であろう。しかし， より限

られた作物種が栽培面積の多くを占める趨
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勢は， 世界的な規模で単作の増大傾向を推

進する結果をもたらしつつあるo過度の単

作， 連作は土譲生産力の低下， 病虫害多発，

気象変動に対する作柄の不安定，地域とし

ての平衡のとれた農産物自給力の低下など，

菰々の弊害をもたらすことは， 従来から危

惧されているとおりである。

さて，表題の原書はこのようた世界の農

業の現況を背景として， さらには予想され

る食糧不足を危惧してアメリカ合衆国の未

開発熱帯植物に関する特別研究部会が作成

した報告書である。報告書が作られるに至

った経過は明らかでないが， 主要な目的は，

熱帯有用植物のうち， 未だに充分理解され

ていないと思われる種を選んで，今後さら

に開発利用するための問題点を整理し， 資

料を呈示することである。

過去における熱帯有用植物研究やその普

及利用をふりかえってみると， 対象とされ

る植物とその栽培における選択， いわば優
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先順位の存在に気づく。 それには主とし

て， ヨ ー ロッパ諸国における消費， 需要の
動向が作用していたことは明らかだ。その

ような歴史的な経過を考慇すれは現在に
おける国際的な需要の動向に則しつつここ
で改めて， 有用植物を探索することの意羨
は深い。

この報告雹に取りあげられた36の植物種
は，世界中の植物学者からの回答より得た
約400稲i•こおよぶ植物稲から選ばれたもの

である。選択の基準は特殊衰境への適応

ヵ， 食品または有用資源としての特性， 飼

料価値などである。広く熱帯地域全般の開
発に役立つ見込みがあるかどうかにとくに

注意が払われていることはいうまでもない。

その結果，記載されたのは， 穀類 4種，

根莱類 3種， 野菜類 4種， 果実類 7 

種， 油糧種子類 5種， 飼料作物 5稲お
よびその他の工芸作物 8種である。以下，

内容について簡単に紹介し， いくつかの稲
について問題点をあげてみよう。

穀頚として注目されているのは， 新大陸
起原のアマランス(Amaranthus spp.）， キ
ヌア(Cher.opodium quinoa Willd.）で， と

くにアマラソスは含有蛋白質中のリジソ含

有率が6.2%と高く， キヌアも蛋白質含有

率が大きい。 これらはイネ科に属する 一般
の殺類に対して， ソバなどとともに擬禾穀
頚(Pseudo cereals)と称される。 栽培地

城は新大陸の一部に限られ， とくにキヌア

はアンデス地方の高地に限定されているが，

耐寒性が大きいことも注目されてよい。な

ぉ，近年/fソドでも乾燥丘悛地帯の疫薄地
の栽培に適した作物として， 擬禾殻類とく
にアマラソスに期待が寄社られている。そ

のほかクーネラナ(Echinocltloa turncrana) 

ほオ ー ストラリア｛こ自生するヒニの類であ
る力ら発芽時以族は乾燥によく耐え，水を与
える必要がない。アマモ(Zo.tlera marina) 

は北半球の沿岸に自生するヒルムシロ科の

梱物で．， メキッコ西海岸のイソディアソtこ

よって利用された（海での殺物生産という
べきか）。ただし， 種子ほ長さ3~3.5mm,
直径1""u l. 5mmでかなり小さい。

根菜のアラカチャ(Arracacia xanth(Jrr� 

Itiこa)はアソデス起原で， 大きく太い二 ｀ノ
ジソ状の殺粉質の根をもつ。低地以外では

よく生育するので， 丘陵地帯での生育試験
が提唱されている。なお， アソデス地域に
はこのほかに， オカ(Oxalis erヽnata)やイ
サニ 3 (Tropaeolum tu6era.tum)など＇ 固

有の根菜類が多い。同じくアソデス起原の

，，ミレイショが世界各地で重要な作物として
栽培されるのに対して， 他地域でのこれら

の栽培がほとんどなされていない。最耕の
歴史の中で作物として選択され育種によっ
て他地方でも栽培されるようになる， とい
った機会を今までに得ていないためなのか，

それとも結局は逍伝的な特性に限界がある
ためなのか。他の作物の湯合にも同じよう

な疑問を抱くが， これは作物の種頚によっ
て答えはことなるものかも知れない。 ココ

ヤム(Xanthosoma .ragittifolium)はサト

イモ科で， クロ(Co!ocasia esculenta)とと

もに， 湿潤熱帯における高収批性作物とし
て取りあげられている。 クロはけっして見

落とされた作物ではなく， アジアの最耕文
化の甚本複合のひとつの要索とさえ考えら
れている。しかし， ここでほ， 商業的大規

模生産および商品としての流通を新たに検

討するという意図がこめられている。
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野菜類では， 四角豆(Psoplzocarpus ttt

ragonolohus) が熱帯多雨地に適するものと

して注目されている。泄木の若芽や緑葉を

利用するチャヤ(Cnid()scolus chayamansa) 

はトウダイグサ科でメキツコ附近で生垣な

どに使われている。 バームハ ー トは多くの

ャツ科植物の生長点を利用するもので， 巨

大なアスバラガスとでもいえようか 。需要

培加にともない， ャツ林の乱伐が危惧され
るといわれ， プラソテーツs‘ノ方式を考慮

すべきだとある。しかし， 植物の利用部分

が限られることから， 果たして有利な栽培

が期待できるであろうか。
果実類ではドリアソ． マソゴスチソ， ザ

ボ‘ノなどについて， 禽味の改善と広城適応

性の増大の試みが期待されている。 このV
ペルで考えるならば，かなり多くの種類の

果樹が対象とされてしかるぺきであろう。

ほかにサワ ー ソップ， 別名トゲバソレイツ
(Anno1ta muricata)やブドウに似たウー

ビーリヤ(Pourouma cecropiaefolia)がアメ

リカの熱帯産の将来性ある果実類として取

りあげられている。但し， トゲバソレイツ

ほ， マレイツア地方での栽培の歴史も古い。

油糧稲子類については， ャツ科のババス

ャッ(Orbignya marヽia1?a)， ジェセニア
(Jessenia polycarpa)などアマゾン流域

に自生する植物が， 砂漠植物 のバファロ

ーウリ(Cucurbita foetidissima), ＊＊バ
(Simmondsia clzirzensis)な ど と共に取り

上げられている。 バファロ ー ウリはその名

のとおりウリ科の植物であるが， 巨大な根

は多悪の澱粉を含み， 種子 は油脂・蛋白質
に富んでいる。 ホホバほツゲ科の植物で種
子には， マッコウ鯨油と同種の， 潤消油と
して重要な液状ワックスが含まれている。

飼料作物類でほ， オ ー ストラリア原産の
ストゥルティ(Cassia sturtii)，乾燥に強い
塩の木(Atriplex spp.）， アクカマ砂漠の高
塩地に育つクマルゴ(Prosopis tamarugo) 

などが取り上げられている。いずれも，耐

干性，耐塩性に優れた， サバソナ， 砂漢に

適する植物である。
その他作物としてほ， ルテア(Calatkea

lutea)， カソデリラ(Eupllorhia antisyp
hilitica)などワックス資源植物， ガム， ラ
テックスを含む植物， ラミ ー などが取り

上げられている。 最後には， スビルリナ
(S pirulina spp.）が蛋白質に富む藻類と
して取り上げられている。 クロレラに比較

して生産性が優れ， メキッコやアフリカで

は古くから食用に供されてきた。

さて， 本書に取りあげられた植物を我が

国でただちに有効に栽培利用するにほ， 当

然ながら多くの問題もあろうが， 本書で紹

介されたような有用植物資源の探歪とその

利用などに関する研究は今後大いに進展さ
れるべきものといえよう。 そういった意味

で， 本魯が多くの方々に読まれるよう期待

したい。
＜丸ノ内出版， 1979年， 1,200円＞

（高村奉樹）




